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＜はじめに＞ 

地震調査研究推進本部（2003）によれば，中央構造線断層帯は，紀伊半島区間が活動すると，マ

グニチュード8.0クラスの地震が発生する可能性があるとされるが，金剛山地東縁－和泉山脈南縁

の区間については，最新活動時期や活動間隔，単位変位量など不明な点が多い．そこで，より詳細

な活動履歴と変位量を明らかにすることを目的として，和歌山県紀ノ川市登尾・枇杷谷地区の根来

断層通過位置および高野口町竹尾地区の五条谷断層通過位置において，ボーリングおよびトレンチ

掘削調査を実施した（財団法人地域地盤環境研究所，2008）． 

本稿は，文部科学省が進める「平成19年度科学技術調査等委託事業「活断層の追加・補完調査」」

のうち，財団法人 地域 地盤 環境 研究所が，産業技術総合研究所より委託を受けて実施した成果

によるものである． 

 

＜調査結果＞ 

岡田・東郷編（2000）による根来断層と桜池断層に挟まれる枇杷谷集落の東方で，南北約 100m

の区間に調査対象とし， 5本のボーリング掘削により断層の通過位置を特定した．想定した断層通

過位置で，枇杷谷Aトレンチを深さ約3 mまで掘削したところ，東西のトレンチ壁面に，断層運動

による変形を受けた地層を確認した．地表付近での断層は，ほぼ東西走向を示し，断層面は直立し

ている．断層北側の基底部付近に露出する礫層直上にある腐植層からは22,310-21,480cal B.P.の

年代値が得られ，壁面観察からは，少なくとも 3 回の断層変位を受けていると解釈される．また，

断層北側で表層から約 0.5m，断層の南側で地表から約 1m のところにある有機質シルト層は，

9,710-9,590cal B.P.から13,460-13,290cal B.P.の堆積年代を示し，この堆積以降に最低1回は断

層変位を受けていると解釈される．枇杷谷Aトレンチでは，明瞭な断層変位を確認したが，1万年

以降の新しい地層の堆積が少なかった．そこで，最新活動時期の絞り込みを行うため，西方延長部

にあたる低位面において枇杷谷Bトレンチを掘削した．掘削の結果，1,340-1,290cal B.P.（Bトレ

ンチD層中の炭化木片）以降1,260-1,140cal B.P.（BトレンチC5層中の炭化木片）以前に最新の

活動があったこと解釈できる． 

五条谷断層については，高野口町竹尾地区の鞍部地形の発達する水田でトレンチ掘削を実施した．

その結果，掘削地点で断層を確認した．最新活動時期は，E 層堆積以降、D3 層堆積前と解釈でき，

3,330-3,210 cal B.P.以降，1050-950cal B.P.以前という結果を得た．（以上の年代値は暦年補正

値，年代幅は1σ） 

 

＜最新活動時期の比較＞ 

根来断層の枇杷谷地区の最新活動時期は，放射性炭素同位体比の暦年補正に基づくと，西暦 610

から810年頃と推定される．この期間に発生した大地震について，宇佐美（2003）によると，震央



および規模不明ではあるが，734（天平6）年5月18日に畿内・七道諸国に大きな揺れがあったと

記載されている．また，寒川（1997）は，『続日本紀』の「地大震，壊天下百姓廬舎，圧死者多，

山崩河壅，地往々折，裂不可勝数」，『熊野年代記』の「大地震，神倉崩れ，峯より火の玉海に飛ぶ」

という記述から被害の広がりを考えると，紀伊半島の中央構造線断層帯が，この地震の震源断層の

候補に挙げられると指摘している．双方の史料の記述内容は，今回の調査結果と整合的であること

から，根来断層の最新活動時期が734（天平6）年である可能性が考えられる． 

金剛断層においては，佐竹ほか（1999）による長柄第 2 トレンチ調査の解釈を根拠に，B.C.40～

A.D.380年の 1回のイベントを認定している。この結果から，根来断層と金剛断層の最新活動時期

は，放射性炭素同位体比の誤差を加味しても，異なる別の活動と考えられることから，金剛断層と

根来断層の最新活動は，双方が連動しなかったと解釈される． 

五条谷断層については， 最新イベントを捉えるトレンチ調査地点が確保できず，最新活動時期は，

3,300Cal B.P.以降，950cal B.P.以前と，年代幅の広い結果となった．五条谷断層の最新活動時期

は，根来断層もしくは金剛断層のいずれかと連動する場合と，単独で活動するケースも想定される． 

 

＜今後の課題＞ 

本調査による最新活動時期の解釈結果は，佃ほか(1998)による黒谷 3・4 トレンチの結果と整合的で

ある．しかし岡田ほか（1998）による根来断層西部の今滝（仁王谷）トレンチ調査では，最新活動時

期を暦年補正値で B.C.173 から A.D.265 までの間としており，本調査による枇杷谷トレンチよりも古

い結果が示されている．双方の活動時期の差がどのくらい有為なものかについては，イベント認定層準

の堆積物の状況を精査して判断する必要がある． 

また，奈良県南部の古墳群では，地震起源と思われる地すべりが多く分布している．紀伊半島で

は，南海・東南海地震といったプレート境界型の地震が発生する頻度が高く，震域も広範囲に及ぶ

ため，歴史記録が乏しい 7～9 世紀頃の地震活動の震源を特定するには課題が多いが，地盤災害の

観点と地震波の特性から検討を加え，史料の乏しい時代の地震活動を検証することが必要である． 
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